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にんげん
人間は、かぶれる

の だ ひで き
野田 秀樹

ちかごろ かいがい たび
近頃、海外の旅はヨーロッパ、アジアばかりで、と

い じゅうねん
んとアメリカへ行くことがない。かれこれ十年はアメ

い げきだん ころ
リカへ行っていない。劇団をやっていた頃のニュー

こうえん さい ご さだ
ヨーク公演が最後になるのか、それさえ定かではない。

き おく おぼろ わたし じゅ
アメリカの記憶が朧だ。おかげで、私はアメリカの呪

ばく と き み
縛から解かれた気がする。「トムとジェリー」を見て

そだ なが
育ち、知らずBGMに流れているビッグバンドジャズ

き そだ せ だい
を聞いて育った世代だ。アメリカにかぶれていないわ

けはない。

ちかごろ に ほん
そのアメリカかぶれたるや、近頃の日本はとみにひ

おも せ かい じょうほう ひ び
どくなっていると思う。世界の情報は日々こんなにも

はっしん に ほんじん う と じょうほう じつ かぎ
発信されているのに、日本人が受け取る情報は実に限

かいがい に ほん そと
られている。アメリカが海外（＝日本の外）そのもの

おも わたし く
だと思っている。私にしても、ロンドンに暮らしてア

じょうほう しゃだん に ほん かいがい
メリカの情報を遮断されるまでは、日本の海外はほぼ

じ ぶん おも い
アメリカだった。だがどうやら、自分は思っていた以

じょう し
上にアメリカかぶれをしていることを知り、アメリカ

ひと はな つ どう じ こん ど
の独りよがりが鼻についてくるに連れて同時に、今度

じ ぶん わ
はヨーロッパやタイにかぶれている自分が分かってく

る。

わたし す やく
おそらく私がロンドンに住むことがなく、タイの役

しゃたち しば い つく
者達と芝居を作ることがなければ、そうはならなかっ

ひと じ ぶん く
ただろう。人はそういうものだ。自分の暮らしたとこ

せっ ぶん か あ
ろ、接した文化にだけかぶれるものだ。ロンドンで会っ

しろ うん い かれ
た白タクの運ちゃんが言っていた。彼は、アフリカで

う
生まれすぐにイギリスへやってきた。だから「すこし

かえ おも なつ
も、アフリカに帰りたいなんて思わない。懐かしくも

し きゃく
ない。だって、知らないんだから。お客さん、アフリ

かえ おも
カに帰りたいなんて思わないだろう？ だって、アフ

し
リカを知らないから」

にんげん じ ぶん なに す
人間は、自分が何かにかぶれているに過ぎないのだ

き づ ほか ぶん か しゅうきょう し そう よ ゆう
と気付きさえすれば、他の文化や宗教や思想を余裕を

も み で き へんきょう こころ
持って見ることが出来るようになる。偏狭な心で、か

にんげん き
ぶれたままの人間のコトバは、もっともらしく聞こえ

う さんくさ むかし たびびと りょこう き ほとん あ
るが胡散臭い。昔の旅人の旅行記など殆どそうだ。当

わず じ かんたいざい
てになったもんじゃない。僅かな時間滞在し、そこで

たまたま み き く の
偶々見聞きし食ったり呑んだりしたものだけで、そこ

ぶん か すべ かた たん き
の文化の全てを語ってしまうのだから。つまり、短期

かんしゅうちゅう こう ざ
間集中かぶれ講座のようなものだ。そんなもので、そ

とう ち ぶん か かた
のご当地の文化を語られてはたまったものではない。

いま とお か ひとつき ある いち
今でもいるではないか、たった十日か一月、或いは一

ねん たいざい すべ し
年、どこかに滞在しただけで、そこの全てを知ってい

かた やから かんそう の よ
るかのように語る輩が。感想を述べるのは良い。だが、

はんだん よ たび ひと と
判断するのは良くない。旅をすることで、人はその土

ち り かい ほんとう たび
地をよく理解できるなどとほざくが、本当は、旅によっ

と ち ご かい にんげん
てその土地をまず誤解するのだ。なにせ人間は、すぐ

にかぶれてしまうのだから。

げきさっ か えんしゅつ か やくしゃ
（劇作家、演出家、役者）
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